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島 ゼ ミ ナ ー ル の 思 い 出

横 田 茂

1965年 の経 済学部 の卒業 アルバ ムをひ らく.と,そ こには30年 前の島恭彦先生 の姿があ

ります。先生 は,私 たち11人 の卒業 生 と....一緒 に,今 は とりこわ されて しまった赤 レンガ

の旧研 究棟 の中庭 に立 って おられ ます.背 後には先生 の研究室 の窓が写 っています 。こ

の窓を通 して,い つ も規則正 しく仕事 をなさ ってお られ た先生 の横顔がみえた もので し

た。私たちは学生服 を着 ています。 この写真を撮 ったのは東京 オ リンピ ックがひらかれ

た1964年 の秋で したが,あ の頃 は学生の生活ス タイルが 今のよ うな ものに変わ り始めた

とはい え,改 まった時 と場所で は,学 生服を着用するのがまだ 自然で あったのです 。そ

の写真 に添 えて,先 生 はペ ンで卒業生 へお くる次 のよ うな言葉 を書 いてお られ ます。

「高度成長 の讃美歌 が合唱 されていた時で も,r資 本 の蓄積 と貧困 の蓄積は同時に進 む」

とい う至極 平凡な経済法則が貫徹 していた。1964年12月24日 」

私たちが島先生 のゼ ミナールで学んだ1960年 代 の前半 は,高 度経済成長 のなか にあ り,

日本社会の様 相が急速 に変わ ってい く時代 で した 。論壇で は,そ の少 し前か ら 「資本主

義変貌 論」が 流行 のテーマ となってい ま した.「 国家 の経 済的役割」 の問題 は,こ の

テーマ にお ける中心点 の一つで したが,先 生 は 「現代 の国家 と財 政の理論」(三 一書房

刊)やr財 政学概 論』(岩 波書店刊)を は じめと して活発 な著作 活動 をすすめてお られ

ま した。 また大学の外 にあ って も,星963年 に創設 された 自治体 問題研究所 の副理事 長と

して,忙 しく仕事 をなさ ってお られ たこ とと思われ ます。 しか し演習教室 における先生

は,少 しも動 的で はな くて,い つ も黙 って私た ちの報告 をきいてお られ ま した。 ゼ ミ

ナールで は,地 域開発 や インフ レーシ ョンなど主 に日本経済をめ ぐる トピ ックスが取上

げられ ま した。私たちの議論 が一段落す ると先生 は初めて口を開かれ るのですが,い つ

も簡潔 に一.言か二言,あ る本 質的な命題 を発言され るだけです 。私 たちは,そ の意味 が

よ く理解で きず,教 室には一 瞬,沈 黙が支配するので した。 しか し誰かがあれ これの既

成の理論 を借 りて他を批判 した りす ると,先 生 はす ぐに口を開かれ,「 あ らか じめ議 論

の枠 を作 るの はよくない。大切 なの は現実が どの ようにな っているか とい うことなので
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す 」 と言 われ ま した。

今ふ りかえると,あ の教室での 日々,先 生は,日 本経済の生 々とした現実を素材 とし

て,私 たちが それぞれ 自分の頭であ る本質的な ものを理解す ることを期待 してお られ た

ので しょう。 しか し,先 生はその ことを細 ごま と説明 した り,ま た学生を無理 にご 自分

の考えの方へ引 きず ってい くような ことはなさいませ んで した。

卒業 アルバ ムのなかの島先生は,私 たちがゼ ミナールの自由 な議論を通 して学んで い

た大切 なことを,先 生 らしく簡潔にさ りげな く教 えて ドさってい るよ うに思わ れます。


